
モデル事業名 美しい山形・最上川フォーラムによる地域活性化プロジェクト支援事業

対象地域 白鷹町大瀬地区、他周辺地域（将来）

今年度の主な取組

■ワークショップによる課題発見及び魅力確認の支援
  ・フォーラムのメールマガジンやホームページの活用による情報の提供及び
発信
  ・県内外のネットワークと連携し、フォーラムからワークショップへ地域のニー
ズに応じた専門家の派遣

■プロジェクトの発展及び総括のため、他地域との交流を促進する催し物の共
同開催
  ・記念植樹
　・地域の伝統文化や歴史的資産、特産物などについての研究会
  ・県内外から講師を招いてのシンポジウム

■持続可能な地域づくりに向けた仕組みづくりの検討支援
　・人員動員を当該地域にだけ頼るのではなく、山形市をはじめとする村山地
域や置賜地域の市町村に在住のフォーラム会員などが、地元の方との交流を
兼ねて催し物へ参加する。また、町の中心部の住民に対しても、市町村と連携
した広報活動により積極的な参加を呼びかけ、当該地域におけるプロジェクト
へのさらなる活力提供に資する。
　・地元企業社員の参加も呼びかけ、広告機会を提供するなどして継続的に参
加しやすい社会貢献活動の場を創出することにより、地域の活性化へつなげ
る。

   山形県白鷹町の大瀬地区は人口の減少及び高齢化が進み、地域の
共助関係や元気を保った存続のために一体となった取り組みが求めら
れている地域である。
   その一方、最上川を中心とした豊富な文化資産及び自然景観、さらに
は森林資源を有しており、その魅力を活用して地域の活性化を図ろうと
いう機運が周囲において高まっている。
また、白鷹町では住民と協力し地域の問題解決へ向けた「大瀬の未来
展望プロジェクト」により、地域の諸問題に対する取組みの検討をはじめ
ている。
　美しい山形・最上川フォーラム（以下フォーラムという）では、最上川沿
いの地域活性化のため、山形市をはじめとする村山地域や置賜地域市
町村の住民、企業が一体となり、「大瀬の未来展望プロジェクト」の直接
支援や、水環境改善、文化の発掘・継承、地域経済活性化へ向けた独
自事業との関連付けにより、このワークショップからはじまる地域活性化
へ向けた取組みをサポートする。さらに、会員ＮＰＯ、企業、学校や友好
協定を結んでいる県外の団体とのネットワークの活用により、他地域か
ら訪れる人々と地元の人々との交流を促進することで行政と住民だけで
は解決が難しい諸問題について、多面的に検討する仕組みの実現を目
指す。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

　地域の課題の中には、祭り、敬老会の中止等住民同士が集まる機会
の減少といったことも挙げられており、ワークショップを重ねること自体で
人々が集まる機会が作られ、また回数を重ねるごとに課題だけでなく楽
しみも共有され、地域住民に明るい表情・感想が増えてきた。
　集落を今後とも発展・存続させるということについて、根本的な解決策
を見いだすことは難しいものの、住民が元気で生き生きと暮らし、地域の
活気につなげることの重要性がわかってきた。“声掛け合って元気な毎
日”、“みんな大瀬の家族だ、本当に仲良くしていくべぇー”のあいことば
も生まれた。
　地域の人、さらには他地域の人たちが集まり、大瀬地区について話し
合う機会の創出そのものが、地域の活力を引き起こすきっかけとなった
といえる。

当初予想していな
かった効果

　最上川沿いの集落「大瀬地区」でのワークショップ支援等を実施した
が、同じ最上川の上流にある隣の集落「下山」からも参加者が増え、自
然な形で地元住民とフォーラム関係者が入り混じった「大瀬応援団」が
結成され、取り組みを盛り上げた。このことは、「最上川」という山形県民
にとって大変象徴的な川の存在が背中を押したことはもちろんである
が、その最上川沿いに現在の「大瀬地区」と同じような課題を抱えた集
落が点在している、という潜在的な課題認識があったと考えられる。

実施状況（写真）

【写真：左】ワークショップの実施状況（「大瀬が健康でいきいきプロジェクト

【写真：右】シンポジウムの実施状況(「おおせ博覧会」）
応募団体名 美しい山形・最上川フォーラム
リンク http://www.mogamigawa.gr.jp/
部局／担当者名 同フォーラム　　事務局　
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